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１　「透視カメラ」の発売

先日、「透視カメラ」なるものが2000年10月、日本にて発売されていたことがわかった。これは、ポラロイドカメラのような形をしており、被写体に向けてシャッターを押すと、その被写体の周りの者が透けた状態の写真ができるというものである。しかしこのカメラはCTスキャンのように骨まで透けたりするものではなく、その一歩手前までの状態が撮影される。例えば、かばんの写真を撮れば、かばんの中身がくっきりと見える写真が現像される。しかしこのカメラが発売と同時に製造中止になったのは、このカメラを女性に向かって利用する人がほとんどだったからだ。発売会社は、「子供たちに一歩上を行く技術を使ったおもちゃを提供したい」という意思のもと製造・販売されたのだが、このカメラを手にした大人が、間違った使い方をしてしまったのだ。
しかし、このような事態は会社側からも全く予想できなかったわけではない。不審に思った警察が調査した結果、この技術を開発したのは一人の写真家Ｓだったという。
２　ポルノ写真の歴史

写真の発明とほとんど同時にポルノ写真というものは撮られており、はじめてのヌード写真はダゲレオタイプという、1839年に発表された世界で最初の実用的なカメラで撮影されたものだと言われている。しかし写真が産業化する５０年代はじめまでは、贅沢品として一部の者だけが、個人的に所有するものであった。５０年代半ばになると胸をあらわにした女性のヌードが写真やハード・コア・ポルノ写真も一般に出回るようになった。また、写真が誕生する以前でも、リトグラフによるポルノグラフィーは存在した。そもそも「ヌード」というのは、美術史家ケネス・クラークが、たんに衣服がはぎとられていることを意味するネイキッドにヌードを対置して、ヌードとは芸術の一形式であり、西洋美術の伝統が一定の慣習にしたがってつくりあげた「均整のとれた、すこやかな、自信に満ちた肉体、再構成された肉体のイメージ」だという。こうしてクラークは、たんなるはだかとはちがうヌードが持つ「エロティックな内容」をも浄化してしまう、芸術性を打ち出した。

しかし、これに対してバージャーは、ヌードが文化的にコード化された図像であることに同意しつつも、むしろこのコードに、伝統的な芸術的浄化に還元しきれない性的負荷が存在することを強調しようとする。

３　閲覧者の視点の変化

では、なぜ写真にそのような性的負荷が、しまいには今回のような女性へ向けての透視カメラの利用が起こったのだろうか。それは「ヌード」が芸術的な伝統的な絵画の主題であったことからも推測できる。
たとえば、「スザンナと長老たち」などでは、スザンナの水浴びを後ろから長老が二人眺めている。そもそもこの絵画には好色な長老たちによる迫害に対するスザンナの純潔と青年ダニエルによる解放の物語の象徴的な意味をもって書かれたのだが、実際はルネサンス以降、女性のヌードを描くための恰好の主題となる。しかしまだこの時代では、水浴びをするスザンナを見ている長老というシーンを眺める、という視点が閲覧者に与えられていた。そのためその枠内での行為を眺める傍観者として閲覧者の視点が存在した。
それが有名なマネの作品「オランピア」あたりから、ヌード女性の閲覧者への直接的な挑発的な視線が生まれることになる。これがポルノ写真と共通する点である。

ポルノ写真は、閲覧者に対しある種の「窃視」の視点が与えられる。ヌード絵画というのは額縁の中の話、という意識や神話世界などの区切りがある。しかし、ポルノグラフィックを通して、女性のヌードを目の当たりにするとき、その視線がどのような種類のものにしろ、自分自身が覗き見る女性の裸体、という視点になり、それは性的負荷のかかった視線となる。

４　「透視カメラ」という技術の利用

次に技術的な面だが、この「透視カメラ」に使われた技術は2004年、１１月から４カ月間、ロンドンのヒースロー空港にて実際に利用されていた。調査によると、この技術はこの「透視カメラ」を生んだ写真家Ｓが売り渡したという事実が判明した。この技術というのは、低レベルの放射線を使って衣服を透視し、乗客の体が一転も隠さず映し出された白黒画像を生成することができる。この技術は「透視カメラ」そのものである。これは、衣服の下に隠された固形物を発見するためと言われたが、イギリスの市民権擁護団体「リバティー」は、この装置によるX線画像を「プライバシーを侵害するものだ」と評している。金属探知機の利用と手荷物のX線透視で事足りるだろう、と考える人が多数だと思うが、テロなどが頻発するような地域では、今後再検討されるかもしれない。
５　まとめ

こうして「性」というものが商品化してしまった現在、それはメディアやネットワークの普及により急速に加速している。そのような中での今回の「透視カメラ」だが、決められた場所で承諾を得た人（たとえばヌードモデルなど）に対し利用すればここまでの規制はかからなかったのだが、今回道を歩く普通の女性に向かって使われてしまうことが多かった。このカメラを製作した写真家Sは、上記のような被写体にすでに性的負荷がかかっているようなものではなく、「もっと自然体の写真が撮りたかったから」と話している。

いずれにせよ、９年たった今、そのような事実が発覚したことで、写真家やポルノ写真を撮る写真家、グラビアアイドルなど、改めて「性」の商品化について、また芸術の自由との均衡について、考えさせられたのではないだろうか。

６　参考文献
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まず嘘な点をあげると、そもそも「透視カメラ」というものは公には存在しない。が、赤外線フィルターをカメラに取り付けることで、簡易盗撮カメラとして利用している人はいるようだ。実際、赤外線フィルターのついたカメラは自衛隊や、道路工事をする際、密漁船を発見する際など、さまざまな場所で使われているらしく、ネットで「透視カメラ」という項目を検索すると大量の画像や赤外線フィルターに関する情報があふれている。もちろん、盗撮を目的とした利用であればこれはれっきとした犯罪となる。
そんな中、なぜ今回あえて『「透視カメラ」というものを写真家が生み出した』ことにしたのかというと、写真というテーマは後期にプレゼンテーションを行った課題であったので決定していた。そして、写真の本を見ているなかで見つけた「ヌードの歴史」という本である。

西洋美術の講義でも聞いたのだが、そもそも芸術というのは男が制作し、男が鑑賞するためのものだったため、古くからヌードやポルノグラフィックが撮影されていたという事実があった。もちろん今でもそのような写真家や写真は多い。そんななかで、芸術家が、芸術のために、犯罪とされる「透視カメラ」を発明してしまったら面白いのではないか、と考えた。また、赤外線フィルターのような簡易な実際に存在するものではなく、もっと大掛かりなカメラにしたいと考え、今回は空港で使われるようなX線透視の技術使用することにした。

このヒースロー空港での事件は本当である。テレビで放映されていたこともあり、実際に画像を見た母は「とても不快」と言っていた。

真実味を持たせるために、芸術家が持つポルノグラフィックへの欲望や、写真というもの、ポルノグラフィックというものの歴史を細かく書くようにした。
後期の授業を受けた自分の点数
８１点

２　理由

今回組んだグループをまとめたのは正直自分だったと思うからだ。

全員に集合をよびかけるメールを送ることからはじまり、全員に仕事を振り分けるため、最低限自分が、カメラならカメラ、博覧会なら博覧会のことについて把握していないといけないと思い、課題図書をとりあえず全部読むことまでした。

３　頑張った点

自分が全体の流れを把握してしまったため、結果レジュメを作るのは私の仕事で、かなりハードスケジュールだったと思う。しかし、自分が振り分けた仕事は、各自決められた分ということでしっかりとまとめてきてくれたし、リーダーのような仕事は大変ではあったが、とてもやりがいを感じた。

特に博覧会はとても難しいテーマで、もう一つのグループとかぶらないように、と打ち合わせ下にも関わらず、実際かぶってしまうことが多く、少し悔しい思いもした。

カメラと博覧会、たった２回のプレゼンテーションだったが、とても良い勉強になったと思うが、まだ学ぶべきところはたくさんある。そのため、合格点は出したものの、満点には遠いという意味で、この点数にした。

４　足りなかった点

仕事を振り分ける際に来なかった人などに対し、見切りをつけてしまった点がある。プレゼンテーションというひとつの仕事に対し、その仕事を完全に全うするためには、この人にここの担当を任せてはいけない、などと勝手な判断をしてしまった。もちろんこのことを本人には話してはいないが、少し自分の中で後味が悪いため、そのような時の考え不足も足りなかった点に入ると思う。
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